[bookmark: _Hlk194564154]文部科学省「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」
2026年度　ダイバーシティ推進共同研究制度　募集要項


1． [bookmark: _Hlk194565134]【概要】
ダイバーシティ推進共同研究制度では、女性研究者が研究代表者となり取り組む共同研究に対して助成を行います。女性研究者のリサーチマインドを高め、地域や社会の問題・課題解決につながる優れた研究成果の持続的創出を図ることを目的とします。

2． [bookmark: _Hlk194565162]【応募条件】
	区分
	ダイバーシティ推進共同研究制度による研究支援

	申請者
（研究代表者）
	徳島大学に所属する常勤の女性研究者（特任教員・特任研究員・学術研究員を含む。医員、学生及び博士の学位を有しない学術研究員等を除く。）

	共同研究者A
（必須）
	[bookmark: _Hlk170479180]徳島大学以外で、四国女性研究者活躍推進ネットワーク会議に参画する機関などに所属する研究者（各機関において研究者と認める研究者）(男女を問わない）

	共同研究者B
（任意）
	同上
徳島大学の研究者可


※四国女性研究者活躍推進ネットワーク会議参画機関についてはAWAサポートセンターのHPを参照
https://www.awasapo.tokushima-u.ac.jp
[bookmark: _Hlk170479159]※共同研究者は、大学院生等の学生でないこと。ただし、所属する研究機関において研究活動を行うことを本務とする職に就いている者(例:大学教員や企業等の研究者など)で、学生の身分も有する場合を除く。
　	
3． 【支援内容】　　
上限100万円　、2件程度　

4． 【支援期間】
2026年採択決定通知日　～　2027年２月末日

5． 【支援方法】
対象教員の所属する部局に配分する。

6． 【支援対象となる経費】
備品費、消耗品費、旅費、雑役務費等　

7． 【応募書類】 
申請様式1ダイバーシティ推進共同研究申請書
申請様式2申請額費用内訳
提出期限：2026年　6月15日（月）15時必着

8． 【審査・選考方法】
ダイバーシティ推進共同研究制度審査委員が審査・選考を行い、採択の可否については研究代表者へ文書にて通知する。なお審査結果に対する問合せには応じられない。
[bookmark: _Hlk194565694]
9． 【成果報告書・決算報告書】
報告様式1成果報告書
報告様式2決算報告書
提出期限：2027年3月5日（金）15時必着

10． 【提出・問い合わせ先】
AWAサポートセンター
E-mail：awa@tokushima-u.ac.jp　　
TEL： 088-633-7538　 内線蔵本（83）7628

11． [bookmark: _Hlk194565790]【特記事項】
※本支援を受けた女性研究者は、文部科学省科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（女性リーダー育成型）」において実施する、研究交流発表会（２０２７年２月１８日大塚講堂小ホール）にて演題登録し、成果報告（ポスター発表）を必ず行うこと。また本補助金事業において実施する研修等にも積極的に参加すること。



申請様式1
ダイバーシティ推進共同研究制度　申請書

　　　年　　　月　　　日

	研究課題名
	
	申請額（円）

	
	
	

	研究期間
	　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	研究代表者　　職名
	所属機関・部局
	専門領域

	ふりがな　
氏名


職名
	所属機関： 
部局： 

電話番号： 
E-mail：
	
　

	共同研究者A　　職名
	所属機関・部局
	専門領域

	ふりがな　
氏名


職名
	所属機関： 
部局： 
　
電話番号： 
E-mail：
	
　

	共同研究者B　　職名
	所属機関・部局
	専門領域

	ふりがな
氏名


職名
	所属機関：
部局：

電話番号：
E-mail：
	


	ふりがな
氏名


職名
	所属機関：
部局：

電話番号：
E-mail：
	


	ふりがな
氏名


職名
	所属機関：
部局：

電話番号：
E-mail：
	



· 欄が足りない場合は記入欄をコピーしてください。




	１．研究目的（概要）
　

	２．学術的背景
　

	３．学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義
　










	４．研究計画・方法の概要




















	５．共同研究実施体制（研究代表者と研究分担者の役割を記入する）並びに倫理的配慮
　









	６．主な研究業績
＜研究代表者及び研究分担者が既に発表した論文、著書、招待講演、学会等での発表、特許、実務等に関して特記すべき業績も可。例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）を記入し、研究代表者には二重下線、研究分担者には一重下線を付してください。＞

































※欄が足りない場合は適宜追加してください。


	申請様式2
	
	

	申請額費用内訳

	
	
	

	所　　　属：
	
	

	研究代表者氏名：
	

	採択年度：
	　　　　　　　　　　　　　　年度
	支援制度名：

	項　目
	金額（円）
	内　　　　　訳

	備品費
	　
	　

	　
	　
	　

	消耗品費
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	旅費
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	雑役務費
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　
	　
	　

	　　　　　　　年度分
合計金額
	　
	　

	申請費内訳の必要性・妥当性

	
	
	※欄が足りない場合は適宜追加してください。




報告様式1
実績報告書

	採択年度
	年
	支援制度名
	

	研究課題名
	　

	研究代表者　氏名
	所属機関・部局
	職名

	
	
	

	専門領域
	連絡先

	
	　E-mail：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話番号（内線）：　　　　　　　　　　　　　　　　　

	*共同研究者　氏名
	所属機関・部局
	職名

	＊共同研究支援の場合のみ
	
	

	
	
	

	
	
	

	１．研究目的






























	２．研究成果と今後の発展性










	３．本研究による論文・学会発表等成果
①論文（報）数（タイトル、著書名、雑誌名、巻　号　頁等）

②著書件数

③特許出願数

④外部研究資金獲得件数

⑤外部研究資金申請計画（外部資金名・期間・申請金額・申請課題名）**ダイバーシティ推進戦略研究助成制度　必須

⑥受賞数

⑦国内外講演発表数

⑧その他




※欄は適宜、拡張してください。


	報告様式２
決算額報告書
	

	
	
	
	
	
	

	所　　　属：
	
	
	
	
	（単位:円）

	研究代表者　　　氏名：
	
	
	
	

	採択年度：
	         年度
	支援制度名：
	 
	
	

	支払日
	種別
	執行金額
	品名/内容
	支払先
	備考

	
	
	
	
	
	
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	

	　合計
	　
	　
	　
	　
	　
	



